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《まほうのようおん》

ようおんビームをあてると　ねじれちゃう

ことばに　ビームをあてると　まほうがかかる

いしに　ビームをあてると　いしゃ

かしに　ビームをあてると　かしゃ

きしに　ビームをあてると　きしゃ

ようおんビームは　ことばのまほう

あそびうたあそびうたあそびうた



山のあなたを
　北原白秋

山のあなたを　見わたせば　

あの山恋し　里こいし。

山のあなたの　青空よ　

どうして入日が　遠ござる。

山のあなたの　ふるさとよ　

あの空恋し　母こいし。

やま

やま　 　 み

　 やまこい　　　　 さと

やま　  あお ぞら

　 いり  ひ　　　　  とお

やま

   そらこい　　　　 はは

きたはらはくしゅう

ラパン11月 - 04

今月の詩今月の詩今月の詩



ラパン11月 - 05

借りてきた猫

　普段と違って、とてもおとなしくしているさま。

木を見て森を見ず

　細かい点に注意しすぎて、全体をとらえないこと。

紺屋の白袴

　染物屋でありながら、自分は染めない袴をはいてい

　ること。つまり、他人のためにばかり忙しくて、

　自分のことをする暇がないこと。

砂上の楼閣

　砂の上に立てた楼閣は、基礎が弱くてすぐに倒れて

　しまうように、物事の基礎がしっかりしていないた

　め、すぐに失敗しそうな計画の

　たとえ。

 ふ  だん　　  ちが

こま　　　　  てん　　ちゅう い　　　　　　　　　　　　ぜんたい

そめもの  や　　　　　　　　　　　　　　　　　じ  ぶん　　   そ　　　　　　　 はかま

 た  にん　　　　　　　　　　　　　　　　いそが

  じ  ぶん　　　　　　　　　　　　　  ひま

すな　　 うえ　　   た　　　　　ろう かく　　　　　き　 そ　　   よわ　　　　　　　　　　　  たお

  もの ごと　　   き    そ

しっ ぱい　　　　　　　　　 けい かく

  か   ねこ

  き　　    み　　   もり　　   み

こん  や　　   しろばかま

 さ じょう　　ろう かく

ことわざことわざ



なぞなぞなぞなぞなぞなぞ

１　絵をかくのが大好き。でも使うとだんだん小さく
　なってくるものなあに？

２　口からはりを出して、紙と紙をとめるものなあに？

３　働けば働くほど、小さくなってしまうものなあに？

４　使えば使うほど、短くなる細長いぼうはなあに？

 え　 　だい  す　  つか　  ちい

 くち　 　だ　  かみ　  かみ

はたら　  はたら　 　ちい

 つか　  つか　  みじか　  ほそ なが
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《こどもとこどもがけんかして》

こどもとこどもがけんかして1 くすりやさんがとめたけど　2

おやたちゃおこる5

なかなかなかなかとまらない3 ひとたちゃわらう4

こゆびとこゆびを

うたにあわせてトントントン

くすりゆびとくすりゆびで

トントントン

なかゆびとなかゆびで

トントントン

ひとさしゆびとひとさしゆびで

トントントン

おやゆびとおやゆびで

トントントン

手あそびうた手あそびうた手あそびうた



《骨のうた》

 骨がなければ　からだはぐにゃぐにゃ

 立つことも　座ることも　何もできない　

 体の形をつくり　体をささえる　大事な大事な大事な　骨  骨

 人の体には　骨が全部で　206　206

 骨の形は　大きくわけて　３種類　３種類

 長骨･短骨･扁平骨　長骨･短骨･扁平骨　長骨･短骨･扁平骨　骨

 骨の仕事は　大きくわけて　３種類

 脳や内臓守り　血液つくり　カルシウムをたくわえる

 強くて　じょうぶで　軽い　すぐれたつくり　骨  骨‥‥　

 ほね

 た　  すわ　  なに

からだ　　かたち　  からだ　   だい  じ　  だい  じ　  だい  じ　  ほね　 ほね

 ひと　　からだ　  ほね　　 ぜん  ぶ　

 ほね　　かたち　 　おお　 　しゅるい　  しゅるい

 ちょうこつ  たんこつ   へんぺいこつ　　ちょうこつ  たんこつ   へんぺいこつ　　 ちょうこつ  たんこつ   へんぺいこつ　  こつ

 ほね　  し  ごと　  おお　 　しゅるい

  のう　　ないぞうまも　　　　 けつえき

  つよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほね　 ほね　

ほね
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今月のうた今月のうた今月のうた
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一長一短

　長所もあり、短所もあること。

花鳥風月

　自然の美しい風景。または自然を相手に詩や絵画

　などをつくる風雅な遊び。

五里霧中

　物事の判断がつかず、どうしていいかわからない

　状態。

ちょうしょ　　　　　　　　　 たんしょ

　し  ぜん　　 うつく　　        ふう けい　　　　　　　　　  し  ぜん　　 あい  て　　     し　      かい  が

　ふう  が　　   あそ

 ものごと　　　はんだん

じょうたい

いっちょういったん

 か ちょう ふう げつ 

  ご   り    む ちゅう

四字熟語四字熟語四字熟語



ラパン11月 - 10

　「町のねずみと田舎のねずみ」は、田舎のねずみが町での

生活を体験するお話です。

　お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　田舎のねずみは、田舎のどういう所が気に入っていましたか。

２　遊びに来た町のねずみに田舎のねずみは、どんなごちそうを出

　しましたか。

３　町へ遊びに行った田舎のねずみは、はじめてテーブルの上のご

　ちそうを見て町のねずみに対して、どのように思いましたか。　

４　ごちそうを食べようとして、２回目に邪魔をしたのは、何だっ

　たでしょう。

５　田舎のねずみは、「ぼくは、もういらないよ。君が食べて。」

　と言いましたが、どうしてですか。

６　田舎のねずみは、結局どう思って、どうしましたか。

町のねずみと

田舎のねずみ

 まち　 　いなか　  いなか　  まち

せいかつ　　 たい けん　　　　　　  はなし

　 はなし　　  き　　　　　 あと　　　　  しつ もん

 いなか　  いなか　  ところ　  き　  い

 あそ　  き　  まち　 　 いなか　 　だ

 まち　  あそ　  い　   いなか　  うえ

　 み　　   まち　　　　　　　　　　　  たい　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おも

　た　 　かい  め　 　じゃ   ま　 　なん

　いなか　 　きみ　 　た

　 い

　いなか　  けっきょく　   おも

まち

 いなか　

おはなしおはなしおはなし
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借りてきた猫

　普段と違って、とてもおとなしくしているさま。

木を見て森を見ず

　細かい点に注意しすぎて、全体をとらえないこと。

紺屋の白袴

　染物屋でありながら、自分は染めない袴をはいてい

　ること。つまり、他人のためにばかり忙しくて、

　自分のことをする暇がないこと。

砂上の楼閣

　砂の上に立てた楼閣は、基礎が弱くてすぐに倒れて

　しまうように、物事の基礎がしっかりしていないた

　め、すぐに失敗しそうな計画の

　たとえ。

 ふ  だん　　  ちが

こま　　　　  てん　　ちゅう い　　　　　　　　　　　　ぜんたい

そめもの  や　　　　　　　　　　　　　　　　　じ  ぶん　　   そ　　　　　　　 はかま

 た  にん　　　　　　　　　　　　　　　　いそが

  じ  ぶん　　　　　　　　　　　　　  ひま

すな　　 うえ　　   た　　　　　ろう かく　　　　　き　 そ　　   よわ　　　　　　　　　　　  たお

  もの ごと　　   き    そ

しっ ぱい　　　　　　　　　 けい かく

  か   ねこ

  き　　    み　　   もり　　   み

こん  や　　   しろばかま

 さ じょう　　ろう かく

ラパン11月 - ��

借りてきた猫

　普段と違って、とてもおとなしくしているさま。

木を見て森を見ず

　細かい点に注意しすぎて、全体をとらえないこと。

紺屋の白袴

　染物屋でありながら、自分は染めない袴をはいてい

　ること。つまり、他人のためにばかり忙しくて、

　自分のことをする暇がないこと。

砂上の楼閣

　砂の上に立てた楼閣は、基礎が弱くてすぐに倒れて

　しまうように、物事の基礎がしっかりしていないた

　め、すぐに失敗しそうな計画の

　たとえ。

 ふ  だん　　  ちが

こま　　　　  てん　　ちゅう い　　　　　　　　　　　　ぜんたい

そめもの  や　　　　　　　　　　　　　　　　　じ  ぶん　　   そ　　　　　　　 はかま

 た  にん　　　　　　　　　　　　　　　　いそが

  じ  ぶん　　　　　　　　　　　　　  ひま

すな　　 うえ　　   た　　　　　ろう かく　　　　　き　 そ　　   よわ　　　　　　　　　　　  たお

  もの ごと　　   き    そ

しっ ぱい　　　　　　　　　 けい かく

  か   ねこ

  き　　    み　　   もり　　   み

こん  や　　   しろばかま

 さ じょう　　ろう かくじょう　　ろう かくじょう

ことわざことわざ



なぞなぞなぞなぞ

１　絵をかくのが大好き。でも使うとだんだん小さく
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一長一短

　長所もあり、短所もあること。

花鳥風月

　自然の美しい風景。または自然を相手に詩や絵画

　などをつくる風雅な遊び。

五里霧中
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　たとえ。

 ふ  だん　　  ちが

こま　　　　  てん　　ちゅう い　　　　　　　　　　　　ぜんたい

そめもの  や　　　　　　　　　　　　　　　　　じ  ぶん　　   そ　　　　　　　 はかま

 た  にん　　　　　　　　　　　　　　　　いそが

  じ  ぶん　　　　　　　　　　　　　  ひま

すな　　 うえ　　   た　　　　　ろう かく　　　　　き　 そ　　   よわ　　　　　　　　　　　  たお

  もの ごと　　   き    そ

しっ ぱい　　　　　　　　　 けい かく

  か   ねこ

  き　　    み　　   もり　　   み

こん  や　　   しろばかま

 さ じょう　　ろう かくじょう　　ろう かくじょう

ことわざことわざ



なぞなぞなぞなぞ

１　絵をかくのが大好き。でも使うとだんだん小さく
　なってくるものなあに？

２　口からはりを出して、紙と紙をとめるものなあに？

３　働けば働くほど、小さくなってしまうものなあに？

４　使えば使うほど、短くなる細長いぼうはなあに？

 え　 　だい  す　 つか　  ちい

くち　 　だ　 かみ　  かみ

はたら　  はたら ちい

つか　  つか　  みじか　  ほそ なが

　　

ラパン11月 - ��



ラパン11月 - ��

一長一短

　長所もあり、短所もあること。

花鳥風月

　自然の美しい風景。または自然を相手に詩や絵画

　などをつくる風雅な遊び。

五里霧中

　物事の判断がつかず、どうしていいかわからない

　状態。

ちょうしょ　　　　　　　　　 たんしょ

し  ぜん　　 うつく　　        ふう けい　　　　　　　　　  し  ぜん　　 あい  て　　     し　      かい  が

　ふう  が　　   あそ

 ものごと　　　はんだん

じょうたい

いっちょういったん

 か ちょう ふう げつ 

  ご   り    む ちゅう
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四字熟語四字熟語
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